
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催 

鎌 

田 

倫 

夫 

                               

         

十
月
十
九
日
（
土
） 

乳
頭
温
泉
郷
鶴
の
湯
温
泉
別
館
「
山
の
宿
」

で
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
古
野
淳
本
会
会

長
、
東
北
各
支
部
と
静
岡
支
部
か
ら
二
十
七

名
、
秋
田
支
部
は
二
十
七
名
の
計
五
十
四
名

参
加
し
、
午
後
二
時
に
開
会
。 

は
じ
め
に
、
鈴
木
裕
子
支
部
長
か
ら
設
立

六
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
歴
代
の
支

部
長
へ
の
感
謝
と
、
支
部
の
現
状
と
今
後
の

支
部
運
営
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
よ
り
一
層

の
協
力
依
頼
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
物
故

会
員
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。 

設
立
会
員
を
代
表
し
て
、
支
部
名
誉
顧
問

で
あ
る
長
岩
嘉
悦
永
年
会
員
が
挨
拶
の
中
で
、

支
部
設
立
の
経
緯
等
を
話
さ
れ
た
。 

 
 

古
野
淳
会
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
山
岳
会
の
現
状
と
今
後
の
目
標
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
っ
た
。
秋
田
支
部
と
親
し

く
交
流
の
あ
る
、
韓
国
山
岳
会
旧
元
老
会
や

慶
南
支
部
、
中
華
民
国
山
岳
協
会
か
ら
の
祝

詞
を
披
露
さ
れ
、
地
元
仙
北
市
の
倉
橋
典
夫

副
市
長
か
ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
支
部
の
略
史
に
つ
い
て
佐
々
木
民

秀
顧
問
か
ら
日
本
山
岳
会
初
の
地
区
集
会
は

昭
和
五
十
七
年
に
こ
の
鶴
の
湯
温
泉
に
宿
泊

し
、
駒
ケ
岳
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
含
め
、
支

部
の
歴
史
を
語
ら
れ
た
。 

講
演
は
「
山
岳
信
仰
と
温
泉
」
と
題
し
て
、

講
師
は
鶴
の
湯
温
泉
代
表
取
締
役
会
長
で
あ

る
佐
藤
和
志
副
支
部
長
。
鶴
の
湯
温
泉
に
関

わ
る
神
社
の
ご
神
体
の
こ
と
や
、
温
泉
を
経

営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
等
を
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
で
あ
っ
た
。 

記
念
撮
影
後
に
鶴
の
湯
温
泉
本
館
へ
移
動
。 

懇
親
会
は
本
館
大
広
間
で
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
開
催
。 

今
野
昌
雄
顧
問
の
挨
拶
に
続
い
て
、
東
北

各
支
部
を
代
表
し
て
佐
藤
一
夫
福
島
支
部
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
今
年
永
年
会
員
に

な
ら
れ
た
奥
村
清
明
会
員
の
発
声
で
懇
親
会

が
始
ま
っ
た
。 

             

懇
親
会
は
、
鶴
の
湯
温
泉
の
美
味
し
い
料

理
が
会
を
盛
り
上
げ
て
延
々
と
続
き
、
堀
井

弘
副
支
部
長
の
お
開
き
の
一
本
締
め
を
し
た

後
、
二
次
会
を
談
話
室
に
移
し
た
が
、
席
が

足
り
な
い
く
ら
い
の
参
加
者
で
、
翌
日
の
山

行
が
不
安
に
な
る
ほ
ど
盛
り
上
が
り
、
二
度

も
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
午
後
十
時
十
五
分
、

お
開
き
と
し
た
。 

 二
十
日(
日) 

前
日
の
雨
か
ら
天
気
は
快
晴
に
変
わ
り
、

最
高
の
山
行
日
よ
り
と
な
っ
た
。 

鶴
の
湯
温
泉
駐
車
場
で
コ
ー
ス
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
い
、
Ａ
コ
ー
ス
・
大
白
森
へ
三

十
七
名
、
Ｂ
コ
ー
ス
・
小
白
森
山
へ
四
名
が
、

八
時
二
十
分
出
発
。 

先
頭
は
安
藤
委
員
と
熊
谷
委
員
、
中
間
は

三
浦
眞
六
委
員
、
佐
藤
博
委
員
、
三
浦
昭
男

会
員
、
最
後
尾
を
鎌
田
が
担
当
し
た
。
登
り

始
め
て
か
ら
二
時
間
、
疲
れ
が
見
え
て
来
た

参
加
者
も
お
り
展
望
台
で
休
憩
す
る
。
鶴
の

湯
温
泉
で
待
機
し
て
い
る
鈴
木
支
部
長
に
携

帯
電
話
で
状
況
報
告
を
す
る
。 

紅
葉
は
四
日
前 

の
下
見
に
登
っ
た 

時
よ
り
進
ん
で
い 

る
。
前
日
の
雨
で 

泥
濘
が
数
か
所
あ 

り
、
参
加
者
は
苦 

労
し
て
い
た
。 

 

十
時
四
十
五
分

小
白
森
山
到
着
。 

天
候
次
第
で
は
こ

こ
で
の
折
り
返
し

も
考
え
て
い
た
が
、

全
員
大
白
森
へ
行

く
気
満
々
の
様
子
。 

最
後
尾
が
大
白

森
に
到
着
し
た
の
は
十
一
時
四
十
五
分
で
あ

っ
た
。
八
幡
平
・
岩
手
山
・
乳
頭
山
・
少
し

雲
に
隠
れ
て
い
る
秋
田
駒
ヶ
岳
な
ど
の
眺
望

が
出
来
、
草
紅
葉
が
最
盛
期
で
あ
る
。
今
野

昌
雄
顧
問
が
山
々
の
説
明
、
佐
々
木
民
秀
顧

問
が
木
道
か
ら
離
れ
て
い
る
三
角
点
の
位
置

の
説
明
を
し
て
い
た
。 

木
道
に
腰
を
下
ろ
し
昼
食
タ
イ
ム
と
す
る
。

十
二
時
十
五
分
、
下
山
開
始
。
数
日
前
に
刈

り
払
わ
れ
た
笹
竹
に
足
を
取
ら
れ
、
注
意
し

な
が
ら
の
下
山
は
時
間
を
要
し
た
。 

鈴
木
支
部
長
か
ら
、
Ｂ
コ
ー
ス
参
加
者
無

事
下
山
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。 

全
員
無
事
に
鶴
の
湯
温
泉
に
到
着
し
た
の

は
十
五
時
三
十
分
で
あ
っ
た
。 
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

                                         

                                         

参
加
者 

 

五
十
四
名 

 
 

 
  

本
会 

 
 

古
野
淳
会
長 

青
森
支
部 

中
村
勉 

須
々
田
秀
美 

 

尾
崎
史
明 

西
舘
尚
美 

平
尾
勝
美 

小
倉
一
友 

小
倉
雅
子 

中
村 

仁 
 
 
 
 
 

 

中
村
ひ
と
み 

岩
手
支
部 

阿
部
陽
子 

高
橋
勇
一 

 
 

森
美
枝
子 

宮
城
支
部 

冨
塚
和
衛 

草
野
洋
一 

千
葉
正
道 

太
田 

正 

山
形
支
部 

鈴
木
理
夫 

野
堀
嘉
裕 

安
井
康
夫 

田
邊
信
行 

 

福
島
支
部 

佐
藤
一
夫 

小
林
正
彦 

三
瓶
恵
子 

菊
池
道
彦 

 
 
 
 
 
 
 

力
丸
美
智
子 

静
岡
支
部 

大
島
康
弘 

秋
田
支
部 

長
岩
嘉
悦 

佐
々
木
民
秀 

 

奥
村
清
明 

福
田
光
子 

 

田
口
善
信 

佐
藤
和
志 

 

今
野
昌
雄 

柳
田
勇
悦 

若
月 

寿 

鈴
木
裕
子 

 

堀
井 

弘 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

 

高
橋
忠
雄 

 

鈴
木
美
代
子 

川
口
廣
志 

石
川
祐
子 

柴
田 

勧 

三
浦
眞
六 

佐
々
木
長
秀 

佐
々
木
悦
子 

安
藤
金
栄 

熊
谷
光
子 

後
藤
浩
二 

 
 

三
浦
昭
男 

 

会
員
家
族 

柳
田
ル
イ
子 

鈴
木
時
雄 

 
 

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
祝
賀
会
、
懇
親

会
、
山
行
の
諸
行
事
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。             
支
部
長 

鈴
木
裕
子 

 

ご 

芳 

志 
 

 一
万
円 

古
野
淳
本
会
会
長 

 
 
 
 

鈴
木
要
三 

五
千
円 

仙
北
市
長 

柳
田
勇
悦 

清
酒 

 

青
森
支
部 

岩
手
支
部 

 

宮
城
支
部 

山
形
支
部 

 

福
島
支
部 

田
邊
信
行
（
越
後
支
部
） 

太
平
山
三
吉
神
社 

 

鶴
の
湯
温
泉 

 

秋
田
支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
の
挨
拶 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

支
部
長 

鈴 

木 

裕 

子 
 

記
念
す
べ
き
六
十
周
年
を
迎
え
、
皆
様
と
共
に
、
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
を 

嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

秋
田
支
部
は
昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
八
日
に
、
設
立
会
員
二
十
六
名
の
内
、 

十
八
名
の
方
々
が
出
席
し
、
本
会
の
三
田
幸
夫
副
会
長
を
お
招
き
し
て
、
秋
田 

魁
新
報
社
の
講
堂
に
お
い
て
設
立
致
し
て
お
り
ま
す
。 

初
代
支
部
長
は
荒
巻
廣
政
先
生
で
す
。 

祝
賀
会
に
は
、
設
立
会
員
で
あ
る
長
岩
嘉
悦
永
年
会
員
に
ご
出
席
を
い
た
だ 

 
 

い
て
お
り
ま
す
。
設
立
会
員
で
あ
る
保
坂
隆
司
永
年
会
員
、
進
藤
昭
永
年
会
員 

 
 

は
、
諸
般
の
事
情
で
ご
出
席
は
無
理
で
し
た
が
、
ご
祝
詞
を
い
た
だ
い
て
お
り 

ま
す
。 

 
 

秋
田
支
部
が
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
荒
巻
初
代
支
部
長
は
じ 

め
、
歴
代
支
部
長
、
多
く
の
先
輩
会
員
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
前
年
度
か
ら
秋
田
県
内
の
山
に 

登
る
「
六
十
座
ラ
リ
ー
」
を
は
じ
め
、
六
月
に
は
「
お
ら
ほ
の
山
」
で
あ
る 

「
太
平
山
集
中
登
山
」
を
行
い
、
山
頂
で
本
会
山
行
委
員
会
の
方
々
と
交
流
を 

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
九
月
に
は
、
四
十
周
年
に
記
念
事
業
と
し
て
日
本
一
低 

い
「
明
田
冨
士
山
」
に
植
樹
し
た
桜
の
標
柱
の
建
て
替
え
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

現
在
の
秋
田
支
部
は
、
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
、
そ
の
他
の
問
題
を
抱
え
な 

が
ら
も
、
支
部
山
行
や
個
人
山
行
、
会
報
「
秋
田
山
岳
」
、「
支
部
だ
よ
り
」
の 

発
行
、
公
益
的
事
業
と
し
て
、
市
民
登
山
へ
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
派
遣
、
太
平
山 

歩
道
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

山
を
楽
し
み
な
が
ら
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
運
営
に
取
り
組
ん
で
、
七
十
周
年 

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

支
部
運
営
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
申
し 

上
げ
、
私
の
六
十
周
年
記
念
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

令
和
元
年
十
月
十
九
日 

  

 

  

明
田
冨
士
山
の
標
柱
を
建
て
替
え 

佐
々
木 

民 

秀 
 

支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
事
業 

御
芳
志
及
び
負
担
金
等 

（
総
額
六
十
三
万
六
千
円
） 

 
 

十
一
万
三
千
円 

長
岩
嘉
悦 

佐
藤
和
志 

五
万
円 

 
 
 

進
藤 

昭 

佐
々
木
民
秀 

三
万
円 

 
 
 

保
坂
隆
司 

二
万
円 

 
 
 

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
英
實 

 
 
 
 
 
 
 

本
会
山
行
委
員
会 

一
万
五
千
円 

 

藤
原
隆
太
郎 

一
万
三
千
円 

 

鈴
木
要
三 

堀
井 

弘 

一
万
円 

 
 
 

奥
村
清
明 

鎌
田
倫
夫 

 
 
 
 
 
 

石
川
祐
子 

柴
田 

勧 
 
 
 
 
 
 

安
藤
金
榮 

六
千
円 

 
 
 

佐
藤 

博 

川
口
廣
志 

 
 
 
 
 
 

大
橋
忠
雄 

三
浦
眞
六 

 
 
 
 
 
 

佐
々
木
長
秀 

熊
谷
光
子 

 
 
 
 
 
 

後
藤
浩
二 

藤
田
正
義 

五
千
円 

 
 
 

福
田
光
子 

今
野
秀
穂 

三
千
円 

 
 
 

若
松
謙
三 

眞
坂
洋
一 

 
 
 
 
 
 

堀 

等 
 

佐
藤
助
雄 

 
 
 
 
 
 

打
矢
道
雄 

伊
藤
康
二 

 
 
 
 
 
 

柳
田
勇
悦 

若
月 

寿 
 
 
 
 
 
 

沼
田
敏
明 

高
橋
忠
雄 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
美
代
子 

佐
藤
伸
逸 

 
 
 
 
 
 

長
岡
幸
則 

佐
々
木
悦
子 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
広
文 

歩
仁
内
昌
樹 

 
 
 
 
 
 

三
浦
昭
男 

 

こ
の
金
額
は
、
六
十
周
年
記
念
誌
と
会
報

合
本
の
作
成
等
の
記
念
事
業
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
長
岩
様
の
御
芳
志
は
、
横

断
幕
と
記
念
手
拭
い
に
、
進
藤
様
の
御
芳
志

は
明
田
冨
士
山
の
標
柱
建
て
替
え
に
使
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

             
                          

 

九
月
二
十
六
日
、
午
前
十
時
に
市
の
ど
真

ん
中
に
あ
る
、
日
本
一
低
い
明
田
冨
士
山
に

会
員
有
志
が
集
い
、
老
朽
化
し
た
記
念
標
柱

を
建
て
替
え
た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
一
年
六

月
に
、
設
立
四
〇
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て

植
樹
さ
れ
た
桜(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

の
標
柱
で
、

進
藤
名
誉
顧
問
よ
り
、
設
立
六
十
周
年
記
念

と
し
て
寄
進
し
て
戴
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

併
せ
て
、
平
成
元
年
十
二
月
に
、
当
時
の

岡
田
支
部
長(

故
人)

の
音
頭
で
山
頂
（
三
五

ｍ
）
に
設
置
し
た
「
日
本
一
低
い
富
士
山
」

の
文
字
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
堀
井
副

支
部
長
か
ら
加
筆
と
補
修
を
し
て
い
た
だ
い

た
。 

 

旧
標
柱
の
材
料
は
私
が
、
補
助
木
一
式
、

そ
の
他
は
佐
藤(

博)

委
員
と
鈴
木(

幸)

会
員

(

故
人)

が
提
供
し
た
も
の
で
、
明
田
冨
士
山

の
裾
野
に
住
居
の
あ
る
当
時
の
佐
藤(

兼)

支

部
長(

故
人)

の
も
と
、
若
月
常
務
委
員(

当

時)

と
今
野(

實)

会
員(

故
人)

が
地
元
町
内

会
と
交
渉
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

今
回
は
、
私
が
セ
メ
ン
ト
と
砂
を
持
参
し
、

三
浦(

昭)

会
員
に
木
枠
等
一
式
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 

駐
車
地
点
か
ら
標
柱
を
担
ぎ
上
げ
、
穴
を

掘
る
等
、
作
業
は
和
気
あ
い
あ
い
と
、
手
出

し
、
口
出
し
で
、
無
事
に
終
了
し
た
。 

 

療
養
中
の
進
藤
名
誉
顧
問
も
参
加
し
て
、 

山
頂
広
場
で
名
誉
顧
問
の
御
芳
志
で
用
意
し

た
お
弁
当
で
昼
食
会
。
鈴
木
支
部
長
か
ら
諸

材
料
提
供
と
作
業
へ
の
感
謝
が
あ
っ
た
。 

 

好
天
に
恵
ま
れ
爽
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
午
後
二
時
頃
散
会
し
た
。
な
お
、
旧
標

柱
の
廃
棄
は
三
浦(

昭)

会
員
に
お
願
い
し
た
。 

参
加
者 
進
藤
昭 

佐
々
木
民
秀 

 
鈴
木
裕
子 

堀
井
弘 

鎌
田
倫
夫 

 
佐
藤
博 

高
橋
忠
雄 

川
口
廣
志 

 

 

石
川
祐
子 
三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

三
浦
昭
男 
会
員
外 

畠
山
秀
雄 

    

           

建て替えた標柱の前で 
進藤名誉顧問を囲んで 

懇親会で乾杯の発声をする 
      奥村永年会員 

 
 

長岩名誉顧問寄贈の横断幕 
記念手拭い・ファイルの文字 

支
部
会
員
執
筆
紹
介 

 「
山
と
友(

共)

に
歩
ん
で
70
年
」 

長 

岩 

嘉 

悦 

著 
 

 
 

Ｂ
５
版
一
四
〇
頁 

非
売
品 

 

著
者
の
七
十
年
に
わ
た
る
登
山
記
録 

を
ま
と
め
た
も
の 

 

会場への案内看板 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部
 

  

明
田
冨
士
山
の
標
柱
を
建
て
替
え 

佐
々
木 

民 

秀 
 

支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
事
業 

御
芳
志
及
び
負
担
金
等 

（
総
額
六
十
三
万
六
千
円
） 

 
 

十
一
万
三
千
円 

長
岩
嘉
悦 

佐
藤
和
志 

五
万
円 

 
 
 

進
藤 

昭 

佐
々
木
民
秀 

三
万
円 

 
 
 

保
坂
隆
司 

二
万
円 

 
 
 

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
英
實 

 
 
 
 
 
 
 

本
会
山
行
委
員
会 

一
万
五
千
円 

 

藤
原
隆
太
郎 

一
万
三
千
円 

 

鈴
木
要
三 

堀
井 
弘 

一
万
円 

 
 
 

奥
村
清
明 

鎌
田
倫
夫 

 
 
 
 
 
 

石
川
祐
子 

柴
田 

勧 
 
 
 
 
 
 

安
藤
金
榮 

六
千
円 

 
 
 

佐
藤 

博 

川
口
廣
志 

 
 
 
 
 
 

大
橋
忠
雄 

三
浦
眞
六 

 
 
 
 
 
 

佐
々
木
長
秀 

熊
谷
光
子 

 
 
 
 
 
 

後
藤
浩
二 

藤
田
正
義 

五
千
円 

 
 
 

福
田
光
子 

今
野
秀
穂 

三
千
円 

 
 
 

若
松
謙
三 

眞
坂
洋
一 

 
 
 
 
 
 

堀 

等 
 

佐
藤
助
雄 

 
 
 
 
 
 

打
矢
道
雄 

伊
藤
康
二 

 
 
 
 
 
 

柳
田
勇
悦 

若
月 

寿 
 
 
 
 
 
 

沼
田
敏
明 

高
橋
忠
雄 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
美
代
子 

佐
藤
伸
逸 

 
 
 
 
 
 

長
岡
幸
則 

佐
々
木
悦
子 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
広
文 

歩
仁
内
昌
樹 

 
 
 
 
 
 

三
浦
昭
男 

 

こ
の
金
額
は
、
六
十
周
年
記
念
誌
と
会
報

合
本
の
作
成
等
の
記
念
事
業
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
長
岩
様
の
御
芳
志
は
、
横

断
幕
と
記
念
手
拭
い
に
、
進
藤
様
の
御
芳
志

は
明
田
冨
士
山
の
標
柱
建
て
替
え
に
使
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

             
                          

 

九
月
二
十
六
日
、
午
前
十
時
に
市
の
ど
真

ん
中
に
あ
る
、
日
本
一
低
い
明
田
冨
士
山
に

会
員
有
志
が
集
い
、
老
朽
化
し
た
記
念
標
柱

を
建
て
替
え
た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
一
年
六

月
に
、
設
立
四
〇
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て

植
樹
さ
れ
た
桜(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

の
標
柱
で
、

進
藤
名
誉
顧
問
よ
り
、
設
立
六
十
周
年
記
念

と
し
て
寄
進
し
て
戴
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

併
せ
て
、
平
成
元
年
十
二
月
に
、
当
時
の

岡
田
支
部
長(

故
人)

の
音
頭
で
山
頂
（
三
五

ｍ
）
に
設
置
し
た
「
日
本
一
低
い
富
士
山
」

の
文
字
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
堀
井
副

支
部
長
か
ら
加
筆
と
補
修
を
し
て
い
た
だ
い

た
。 

 

旧
標
柱
の
材
料
は
私
が
、
補
助
木
一
式
、

そ
の
他
は
佐
藤(

博)

委
員
と
鈴
木(

幸)

会
員

(

故
人)

が
提
供
し
た
も
の
で
、
明
田
冨
士
山

の
裾
野
に
住
居
の
あ
る
当
時
の
佐
藤(

兼)

支

部
長(

故
人)

の
も
と
、
若
月
常
務
委
員(

当

時)

と
今
野(

實)

会
員(

故
人)

が
地
元
町
内

会
と
交
渉
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

今
回
は
、
私
が
セ
メ
ン
ト
と
砂
を
持
参
し
、

三
浦(

昭)

会
員
に
木
枠
等
一
式
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 

駐
車
地
点
か
ら
標
柱
を
担
ぎ
上
げ
、
穴
を

掘
る
等
、
作
業
は
和
気
あ
い
あ
い
と
、
手
出

し
、
口
出
し
で
、
無
事
に
終
了
し
た
。 

 
療
養
中
の
進
藤
名
誉
顧
問
も
参
加
し
て
、 

山
頂
広
場
で
名
誉
顧
問
の
御
芳
志
で
用
意
し

た
お
弁
当
で
昼
食
会
。
鈴
木
支
部
長
か
ら
諸

材
料
提
供
と
作
業
へ
の
感
謝
が
あ
っ
た
。 

 

好
天
に
恵
ま
れ
爽
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
午
後
二
時
頃
散
会
し
た
。
な
お
、
旧
標

柱
の
廃
棄
は
三
浦(
昭)
会
員
に
お
願
い
し
た
。 

参
加
者 

進
藤
昭 

佐
々
木
民
秀 

 

鈴
木
裕
子 

堀
井
弘 

鎌
田
倫
夫 

 

佐
藤
博 

高
橋
忠
雄 

川
口
廣
志 

 

 

石
川
祐
子 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

三
浦
昭
男 

会
員
外 

畠
山
秀
雄 

    

           

建て替えた標柱の前で 
進藤名誉顧問を囲んで 

懇親会で乾杯の発声をする 
      奥村永年会員 

 
 

長岩名誉顧問寄贈の横断幕 
記念手拭い・ファイルの文字 

支
部
会
員
執
筆
紹
介 

 「
山
と
友(

共)

に
歩
ん
で
70
年
」 

長 

岩 

嘉 

悦 

著 
 

 
 

Ｂ
５
版
一
四
〇
頁 

非
売
品 

 

著
者
の
七
十
年
に
わ
た
る
登
山
記
録 

を
ま
と
め
た
も
の 

 

会場への案内看板 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

 
 

佐 

藤 

和 

志 

氏 

 

令
和
元
年
度 

県
文
化
功
労
章
を
受
章 

 

一
九
八
一
年
、
鶴
の
湯
温
泉
を
譲
り
受 

け
、
露
天
風
呂
の
整
備
に
取
り
組
み
、 

日
本
の
原
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
宿
に 

再
生
さ
せ
、
乳
頭
温
泉
郷
の
観
光
ス
ポ 

ッ
ト
化
に
貢
献
。 

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
会
長
も
務
め
、

地
域
振
興
に
尽
力 

  

 
 

佐
々
木 

長 

秀 

氏 

令
和
元
年
度 

 
 

旭
日
小
綬
章
を
受
章 

 

元
県
会
議
員
と
し
て
長
年
に
渡
り 

地
方
自
治
で
社
会
に
貢
献 

 

 

小 

野 

信 

也 

氏 
 

昭
和
二
十
一
年
十
月
五
日
生 

平
成
十
四
年
七
月
日
本
山
岳
会
入
会 

№
一
三
六
八
九 

 
 

不
慮
の
遭
難
に
よ
り
、 

令
和
元
年
十
月
八
日
逝
去 

（
享
年
七
十
三
才
） 

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
、 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

支
部
か
ら
は
弔
電
を 

お
届
け
い
た
し
ま
し
た 

     

訃  

報 

 太
平
山
歩
道
藪
狩
り
参
加 

 
 
 
 

  

九
月
一
日
（
日
）
、
県
自
然
保
護
課
か
ら
依

頼
さ
れ
た
、
中
央
地
区
山
岳
協
議
会
有
志
の

藪
刈
り
に
参
加
。 

 

赤
倉
岳
分
岐
か
ら
馬
場
目
岳
赤
倉
分
岐
ま

で
三
・
三
㎞
。 

参
加
者 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

安
藤
金
栄 

コ
ー
ス
上
の
案
内
板
は
堀
井
弘
作
成 

令
和
元
年
度
山
の
環
境
整
備
県
民
協
働
作

業
が
行
わ
れ
た
。 

九
月
二
十
一
日
（
土
）
午
前
八
時
、
集
合

場
所
の
旭
又
に
は
既
に
二
十
名
ほ
ど
の
関
係

者
が
集
ま
っ
て
い
た
。 

昨
年
の
太
平
山
中
岳
標
柱
設
置
に
続
き
、

今
年
は
馬
場
目
岳
避
難
小
屋
の
防
腐
塗
装
作

業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

市
内
の
社
会
人
山
岳
会
及
び
高
校
山
岳
部
、

県
自
然
保
護
課
の
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
三
十

三
名
で
あ
っ
た
。
主
催
側
か
ら
挨
拶
と
行
程

の
説
明
の
後
出
発
す
る
。 

二
時
間
半
程
で
山
頂
に
着
き
、
手
分
け
し

て
塗
装
作
業
を
始
め
る
。
参
加
者
が
多
い
の

で
作
業
が
は
か
ど
り
、
後
か
ら
到
着
し
た
高

校
山
岳
部
員
の
手
で
間
も
な
く
終
了
し
た
。 

昼
食
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
下
山
し
、
午
後

二
時
半
に
解
散
式
を
行
っ
た
。 

整
備
さ
れ
た
登
山
道
で
は
あ
る
が
、
太
平

山
奥
岳
へ
の
歩
道
と
は
違
い
、
利
用
者
が
少

な
く
定
期
的
に
刈
り
払
い
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。 

支
部
参
加
者  

佐
々
木
民
秀 

 

鈴
木
裕
子 

 

堀
井 

弘 
 

鎌
田
倫
夫 

 

佐
藤 

博 
 

川
口
廣
志 

歩
仁
内
昌
樹 

 

三
浦
昭
男 

 

支
部
合
同
会
議 
 
 
 
   

 
 

九
月
二
十
八
日(

土)

～
二
十
九
日(

日)

、
東

京
・
四
ツ
谷
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
。 

 

古
野
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
会
務
報
告
、

支
部
会
計
報
告
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
説
明
。

特
に
、
支
部
に
お
け
る
会
員
名
簿
の
発
行
に

つ
い
て
の
法
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
名
簿
の

発
行
を
控
え
て
ほ
し
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。 

（
会
報
「
山
」
十
月
号
№
八
九
三
号
参
照
） 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

 

会
員
数
情
報 

平
成
三
十
年
度
末 

 
 

◎
会

員

数 
 
 
 

四
七
七
〇
名 

 
 
 

名
誉
会
員 

 
 
 
 
 

 

八
名 

 

永
年
会
員 

 
 
 
 

四
一
七
名 

 
 
 

終
身
会
員 

 
 
 
 
 

三
七
名 

 
 
 

通
常
会
員 

 
 
 

四
〇
二
七
名 

 
 
 

青
年
会
員
・
他 

 
 

二
八
一
名 

◎
準 

会 

員 
 
 
  
 
  
 
 

二
一
五
名 

 秋
田
支
部
会
員
数 

 
 
 

五
十
一
名 

 

（
令
和
元
年
四
月
一
日
現
在
） 

 

会
務
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎
役
員
会 

九
月
十
一
日 

午
後
一
時
か
ら
泉
コ
ミ
セ
ン

で
開
催
。 

・
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
の
最
終
協
議 

・
役
員
改
選
に
つ
い
て 

・
そ
の
他 

 

出
席
者 
鈴
木
裕
子 

佐
藤
和
志 

堀
井
弘 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

川
口
廣
志 

石
川
祐
子 

柴
田
勧 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 
熊
谷
光
子 

後
藤
浩
二 

◎
現
地
確
認 

・
十
月
十
六
日
、
大
白
森
現
地
確
認 

 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

安
藤
金
栄 

三
浦
昭
男 

   

十
月
八
日
、
北
秋
田
市
森
吉
町
小
又
峡
で 

ガ
イ
ド
中
に
遭
難
し
ま
し
た
。 

今
野
昌
雄
顧
問
、
佐
藤
和
志
副
支
部
長
、

田
口
善
信
会
員
が
現
地
に
赴
き
、
十
一
日
に

発
見
と
な
り
ま
し
た
。 

 

十
一
日
午
後
、
鈴
木
支
部
長
、
鎌
田
事
務

局
長
が
ご
自
宅
に
お
悔
や
み
に
伺
っ
て
お
り

ま
す
。 

 訂 

正 
 
 

第
一
一
三
号 

・
写
真
説
明 

俗
離
山
を
弥
勒
山
に
訂
正 

令
和
元
年
度
山
の
環
境
整
備
事
業 

鎌 

田 

倫 

夫 

馬場目岳山頂の標柱の前で 


